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衣 (C-CH174例を対象として,臨床病理学的検討を

加えた.AIfIは女性に多く,高齢発症で.臨床検査デー

タや自己抗体の確度は AIH 群でより活動性であるこ

とをうかがわせる値を示し,e-AIH は AIH と e-

CH の中間の値をとることが多か-)た.e･-AIH と C--

CH の間に ⅠICV 遺伝子型の差はなく, インター7ユ

ロン治療に射するウイルス学的著効率にも差はみられな

かった.組織学的には AiH で活動性 を示す HAIス

コアのコンポーネントⅠおよびⅢの値が有意に高かった

が.門脈域におけるリンパ漣胞様細胞浸潤の程度は C-

AIH,C-CH 群で強かった,AIH スコアは AIH と

他の 2群を鑑別するのに有用だった.

23)内視鏡的食道静脈痛硬化療法前 後 にお け る

体外式腹部超音波 に よる門脈系血流の比較
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当科にて内視鏡的食道静脈噛硬化療法 (EIS)を施行

された11症例を対象に,体外式腹部超音波パルス ･ドプ

ラ一法を鞘い,治療前後での門脈系血流巌 (門脈 ･肺静

脈 ･上腸間膜静脈)の変化を比較検討 した.EIS後の

血流量は,いずれの血管でも増加を示 したが.陣静脈で

は有意差をもって血流量の増加が認められた (p< 0.05

pairedt-test).さらに治療成績との比較では.硬化剤

をより供血路中枢側まで注入できた症例ほど陣静脈血流

量の増加率が高い傾向を示 した.今後は,症例の追加と

長期的な観察を続け治療効果 ･静腺癌再発との関連性を

検討 して行きたい.

Ⅱ.特 別 講 演

｢肝臓の発生 ･分化 ･再 生 と肝細胞移 植 ｣
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Ⅰ.一 般 演 題

1) イン ドメタシン療法 を施行 した未熟 児動 脈

管開存症の5例

薯雷 啓要:畏孟 東雲 (禦漂豪立荘内病院)

1994年12日に.わが国でも静注開 イン ドメタシンが

未熟児動脈管開存症の薬物学的閉鎖療法薬として認可さ

れた.以来当科でも.5例の未熟児動脈管開存症に対L

て. イン ドメタシン静注を行-_)た.適応に関 しては.

CVD スコア及び心エコー所見も参考にした.全例とも

重篤な副作開なく.動脈管の開銀を確認 した.副作用と

しては,尿量減少,尿素窒素 ･クレアチニンの上昇の胤

消化管tl川R.血小板の低下を認めたが,いずれも一過性

であった.当村では.インドメタシン使悶時には禁乳に

Ldopami ne.furosemideを併用し,現在 まで幸い

良好な結果を得ている.静注用インドメタシンは未熟児

動脈管開存症に対 して非常に効果の高い薬物であるが,

東鴇な副作朋も多数報告されており,今後はその適応基

準,投与時期 ･投与量に関してのさらなる検討が必要と

思われた.

2) 胎児頃脈 にて発見 され電気的除細動により

救 命 しえた心房粗動 の 1例

山田 謙一 .郡司 哲己
大石 智洋 ･松井 俊噂 (票屠窟央綜合病院)

胎児噸脈にて発見され,電気的除細動により救命しえ

た.新生児心房粗動の 1例を経験 したので報告 した.標

準12誘導心電図及び ATPO.3mg/kgの静注により2:

1伝導の通常型心房粗動と診断し,電気的除細動の適応

と判断 した.小児循環器専門医のいる長岡赤十字病院に

緊急転送 し,5Jにて除細動 を施行 して正常洞調律に

復帰 Lた,迅速な診断と,地域医療圏のセンター病院の

緊急受け入れ体勢の連携による治療処置が効を奏 した適

例と考えられた.


